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１ はじめに 

第 3 次豊田市教育行政計画は、学校教育、生涯学習、スポーツ、文化財及び文化芸

術の各分野を包含する、本市の教育行政における基本的かつ総合的な計画であり、教育

基本法の規定に基づき、地域の実情に応じて定める、教育の振興のための施策に関する

基本的な計画です。 

2018 年 3 月に、「多様な市民一人ひとりが自ら学び、地域と共に育ち合う教育の実現」

を基本理念とした計画を策定し、様々な施策を実施し、教育の振興・発展に努めてまいりま

した。このたび、2022年 3月をもって、4年間の計画期間が終了しました。本報告書は、第

3次豊田市教育行政計画の 4年間の総括として、取組実績・評価をとりまとめたものです。 

今後は、第 4 次豊田市教育行政計画（2022～2025 年度）において、｢未来を拓
ひら

く学び

合い｣をキーワードに着実な計画推進に努め、教育の振興・発展を進めていきます。 
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２ 本市の教育行政の沿革 

（１）児童生徒数と学校数の推移 

2022 年 5月 1日現在の児童生徒数は小学生 22,891 人、中学生 12,075 人であ 

り、2017 年に比べ、小学生は 1,513 人減少、中学生は 284 人減少しています。学校数

については、2022 年 5 月 1日現在、小学校 75校、中学校 28校です。 
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（２）教育予算の推移 

2022 年度の豊田市の一般会計当初予算は 1,801 億円であり、そのうち教育費は 

約 267 億円です。2017 年度に比べ、それぞれ 18億円、約 52億円増加しています。 

ア 一般会計と教育費の推移 （当初予算ベース） 

イ 2022 年度教育費の構成 

目　　　的 予算(千円)

教育総務費 901,422

小学校費 2,670,678

中学校費 1,494,971

特別支援学校費 149,635

幼稚園費 683,201

学校教育費 7,938,189

社会教育費 5,155,346

文化体育費 7,700,981

計 26,694,423

項目　　　　　　年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
一般会計（千円）Ａ 178,300,000 180,300,000 184,300,000 182,600,000 179,800,000 180,100,000

教育費　（千円）Ｂ 21,500,523 27,302,229 27,138,155 26,531,150 27,656,631 26,694,423

構成比 （％）Ｂ/Ａ 12.1 15.1 14.7 14.5 15.4 14.8

(千円） (%)

教育費

構成比

一般会計
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（３）主な出来事 

年 月 主な出来事 

平成 30 年 
3 月 第３次豊田市教育行政計画策定 

4 月 「生涯学習センター交流館」を「交流館」に名称変更し、市長部局へ移管 

平成 31 年 

令和元年 

1 月 （仮称）豊田市博物館基本計画策定 

6 月 
美術館リニューアルオープン 

全小中学校にエアコン設置 

8～10 月 あいちトリエンナーレの開催 

令和２年 

3 月 藤岡交流館移転新築 

4～8月 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う小・中・特支臨時休校等 

4 月 

条例により、文化芸術・スポーツ・文化財に関する事務を市長部局に移管 

教育委員会が１部制（教育部）に変更 

北部給食センター完成 

6～10 月 学校給食費無償化 

令和３年 

1 月 児童生徒１人１台タブレット端末導入 

3 月 朝日丘中学校校舎増築 

4 月 
令和３年度「子供の読書活動優秀実践学校・図書館・団体（個人）表彰」 

文部科学大臣賞 

9 月 豊田特別支援学校調理場増築 

令和４年 
2 月 

『第 25 回「図書館を使った調べる学習コンクール」地域コンクール』 

主催者表彰総務大臣賞 

3 月 第４次豊田市教育行政計画策定 

朝日丘中学校 増築校舎
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３ 計画全体の評価 

（１）第３次豊田市教育行政計画の体系 
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（２）計画全体の進捗状況 

重点事業と基本事業を合わせた全 70事業のうち、分野別の進捗状況は以下のとおり 

です。分野ごとにみると、①学び・育ち分野は約 78％、②スポーツ分野は 75％、③歴史・

文化分野は約 95％の事業が順調に進んでいます（完了した事業を含む）。 

進捗状況から、過去4年間の本計画事業の推進については、概ね予定どおり推進でき

ました。一方で、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、遅れ、延期・中止となっ

た事業もあり、今後は事業手法の見直し等を検討する必要があります。 

なお、校舎や給食センターの増改築事業をはじめ、学校空調設備設置事業、スポーツ

施設整備事業、文化事業等の 8事業については、本計画事業期間内に予定通り完了し

ました。                                      重点：重点事業の数

事業数 Ａ予定通り Ｂやや遅れ Ｃ遅れ Ｄ完了 Ｅその他 A＋D 

①学び・育ち 
40 28 

(重点 6)

7 

(重点 4)

1 

(重点 1)

3 1 31 

(78％) 

②スポーツ 
8 4 

(重点 2)

2 0 2 0 6 

(75％) 

③歴史・文化 
22 18 

(重点 2)

0 0 3 1 21 

(95％) 

全   体 
70 50 9 1 8 2 58 

（72％） （13％） （1％） （11％） （3％） (83％) 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 
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（３）重点施策における状態指標 

重点施策の状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、重点施策１「学校生活に

満足している児童生徒、保護者の割合（小学生）（中学生）」、「自分には、よいところがあ

ると思う児童生徒の割合（小学生）（中学生）」、重点施策２「ものごとを最後までやり遂げ

て、うれしかったことがある児童生徒の割合（小学生）」、重点施策３「自分の住む地域が

大好きだという児童生徒の割合（中学生）」、重点施策４「地域の行事や活動に参加して

いる児童生徒の割合（中学生）」の 7項目です。

一方で、重点施策 2の「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある児童生

徒の割合（中学生）」や「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していると思う児童生徒

の割合」は、実績値が減少しました。 

子どもたちがこれからの時代に求められる資質･能力を身に付けるために、きめ細やか

な教育を引続き進めるとともに、子どもを主体とした授業改善の取組を活性化していくこと

が課題となっています。特に子どもたちの「自分で考え、判断する力」については、2020

年度に実施した「豊田市の教育に関するアンケート調査」でも、学校が力を入れて伸ばし

ていくべき児童生徒の力として、市民 51.2％、保護者 56.1％、教員 50.7％、校長・教頭

67.2％と、いずれの対象においても上位となっています。 

このことについては、第 4次豊田市教育行政計画においても、「自らの可能性を広げる

力の育成」として重点施策１に掲げています。「主体的・対話的で深い学び」推進事業や

ICT 活用・整備推進事業等を通して、未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現

力を育成し、学びに向かう力や人間性を育んでいくことが重要です。 

   また、重点施策4の「１年以内に、小・中学校の活動又は児童生徒とともに行う地域の

活動に参加した市民の割合」も大きく減少しました。新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受けていると予測されますが、今後も家庭・学校・地域の共働の推進は必要です。  

第 4 次豊田市教育行政計画においても、コミュニティ・スクール／地域学校共働本部推

進事業や地域との連携等による教職員多忙化解消推進事業を通して、地域ぐるみの教

育を推進していきます。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目）

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

重
点
施
策
１

学校生活に満足している児童生徒、保護者の割

合 

①小学生 ②中学生 ③保護者 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

①82.3％ 

②75.3％ 

③72.8％ 

（2016） 

①83.7％ 

②75.6％ 

③68.9％

（2020）

自分には、よいところがあると思う児童生徒の割合

①小学生 ②中学生 

【出典：全国学力・学習状況調査】 

①77.8％ 

②66.3％ 

（2017） 

①80.0％ 

②75.7％

（2021）
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状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

重
点
施
策
２

ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことが

ある児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：全国学力・学習状況調査（2017）：中学

3年生、教科等に対する意識調査（2021）：中

学 2年生】 

①68.1％ 

②73.7％ 

（2017） 

①70.5％ 

②59.1％ 

（2021） 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していると

思う児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：全国学力・学習状況調査】 

①72.9％ 

②65.6％ 

（2017） 

①69.6％ 

②60.0％ 

（2021） 

重
点
施
策
３

豊田市や住んでいる地域に愛着を感じている市

民の割合 

【出典：市民意識調査】 

76.7％ 

（2016） 

76.4％ 

（2021） 

自分の住む地域が大好きだという児童生徒の割合

①小学生 ②中学生 

【出典：教科等に対する意識調査】 

①55.4％ 

②27.4％ 

（2017） 

①55.4％ 

②29.3％ 

（2021） 

重
点
施
策
４

地域ぐるみで子どもの教育ができていると思う市

民の割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

29.2％ 

（2016） 

29.1％ 

（2020） 

１年以内に、小・中学校の活動又は児童生徒とと

もに行う地域の活動に参加した市民の割合 

【出典：市民意識調査】 

28.6％ 

（2016） 

15.0％ 

（2021） 

地域の行事や活動に参加している児童生徒の割

合 

①小学生 ②中学生 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

①82.1％ 

②69.7％ 

（2016） 

①80.0％ 

②70.3％ 

（2020） 

（４）重点事業における成果指標の達成度 

重点事業15事業のうち、成果指標の各課による達成度については、1事業が◎（大変

良い）、13事業が○（良い）となっています。△（改善を要する）の事業は、「学び続ける教

員の育成推進事業」の1事業で、成果指標の達成度が低く、実施内容の見直しが求めら

れます。今後は働き方改革を考慮しつつ、令和 4年 4月改正の「豊田市教員人材育成

プラン」に基づき、学校現場の OJT をより活性化させ、集合研修やオンライン研修（動画

およびライブ配信）の効果を見極め、満足感の高い研修を実施していきます。 

事業数 
◎ 

大変良い 

〇 

良い 

△ 

改善を要する 

重点事業 
15 1 13 1 

（100％） （7％） （86％） （7％） 
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（５）第 4 次豊田市教育行政計画の推進に向けて 

   国、社会の現状や各種調査結果を踏まえ、2022 年 3月に「第 4次豊田市教育行政

計画」を策定しました。第 3次豊田市教育行政計画期間中に、国、社会の現状は大きく

変化しています。 

2018年6月には、教育基本法に基づき、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画

的な推進を図るため、「第 3期教育振興基本計画」が閣議決定されました。また、文部科

学省が定める教育課程の基準である「学習指導要領」が約10年ぶりに改訂され、小学校

では 2020 年度から、中学校では 2021 年度から全面実施されています。そして、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大は、社会だけではなく教育現場にも大きな影響をもたらしていま

す。 

そのような社会の変化を受けて、第 4次豊田市教育行政計画では、第 3次豊田市教

育行政計画の基本理念、めざす人物像を継承しながら、新たなめざすべき教育の姿を掲

げ、重点施策につなげています。特に、「自らの可能性を広げる力の育成」と「誰もが安心

して自分らしく学べる場の確保」は、学校教育に関わる部分について、取組を充実しています。 

社会が大きな転換点を迎える中、次代を担う子どもたちが、自ら課題を見つけ、自ら学

び、自ら考え、自ら判断して行動し、より良い社会や豊かな人生を切り拓いていく力を身に

付けられるよう、教育の在り方の見直し、ハード・ソフト両面での環境整備を進めていきま

す。 

自らの可能性を広げる力の育成 誰もが安心して自分らしく学べる

場の確保

郷土を愛し、生涯学び、活躍できる

機会の創出

家庭・学校・地域の共働の推進
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４ 重点施策の評価 

※実績値下線：目標値以上の項目

重点施策１ 一人ひとりの学びの確保 

１ きめ細かな教育推進事業 （学校教育課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 きめ細かな教育によって児童生徒一人ひとりが大切にされ、学習や学校生活に 

生き生きと取り組んでいる。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・少人数学級の編制 

・少人数指導授業の指導方法の調査研

究・展開 

・専門性を有する補助教員の配置 

授業が楽しいと思う児童生徒の割合 

①小学生②中学生（目標値：①80.0％②70.0％） 

①78.0％ ②69.3％ ①77.8％ ②75.3％ 

学校に行くのが楽しいと思う児童生徒の割合  

①小学生②中学生（目標値：①87.0％②82.0％） 

①83.7％ ②78.4％ ①83.1％ ②80.9％ 

課題 

講師の正規教員採用や教員の産休、育休、病休者数の増加、特別支援学級の増加に

伴う対応のため、少人数学級を実現するための常勤で勤務できる講師が不足していま

す。 

今後 

各校での講師の活用状況を調査し、学校のニーズに合った講師の任用を進めること

や、大学や県人材バンク、周辺自治体と情報を共有し、不足している教員の獲得に努める

ことで、一人ひとりに目の行き届いた指導を一層充実させ、授業が分かり、楽しいと思う環

境づくりを推進します。 

２ いじめ・不登校対策事業 （学校教育課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 いじめや不登校に対して、適切な対策・支援が行われ、子どもたちが安心して

学ぶことができている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・スクールカウンセラー·スクールソーシャ
ルワーカー（以下、SSW）の派遣 

・いじめ防止に向けた児童生徒の主体的

な取組の推進 

・豊田市いじめ防止対策委員会によるいじ

め問題対策の点検・見直し 

・適応指導教室の活動内容の充実 

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う 

児童生徒の割合 

①小学生②中学生（目標値：①100％②100％） 

①95.7％ ②92.9％ ①96.7％ ②95.6％ 

不登校児童生徒の出現率（１千人当たり） 

①小学生②中学生（目標値：①全国平均を下回る 

②全国平均を下回る） ※（  ）は、全国平均の数値 

①0.49％（0.48％） 

②3.03％（3.01％） 

①0.84％（1.00％） 

②3.58％（4.09％） 

※2020 年度値 

課題 

SSW への相談件数が増加し、内容も多様化、複雑化しています。他機関や学校との連

携をさらに強める必要もあり、増員の必要性が高いです。また、不登校児童生徒の大幅な

増加に伴い、学校内や教育委員会でできる支援の選択肢を増やす必要や、いじめの早期

発見のため、児童生徒が相談しやすい体制をより強化する必要があります。 

今後 

十分な支援が各学校に行き届くよう、SSW の業務について見直しを行い、より効果的な

学校支援体制を図るとともに、各学校の教育相談体制の強化を図り、いじめの未然防止、

早期発見、早期対応を進めていきます。 
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３ 特別支援教育の推進事業 （学校教育課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 障がいのある児童生徒一人ひとりの教育的ニーズが把握され、「多様な学びの 

場」を通して適切な支援が行われている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・特別支援教育に関する教職員研修の実

施 

・小·中学校と専門機関とのブロックサポー
ト体制の推進 

・障がいのある児童生徒の相談体制の強

化 

就学相談会の利用者数 （目標値：180 人） 

150 人 321 人 

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが、子どもへの適切な支援のため

に、保護者や関係機関との相談ができていると回答する学校

の割合 ①小学校②中学校（目標値：①100％②100％） 

①92％ ②80％ ①100％ ②100％ 

個別の教育支援計画の作成率  ①特別支援学級

②通常学級（目標値：①100％②100％） 

①100％ ②81％ ①100％ ②84％ 

課題 
ブロックサポート体制における情報交換、情報共有の実施方法の見直しや、障がい福祉

課等関係機関との連携があげられます。 

今後 

多様化する障がい種に対応した教員研修の実施や、ブロックサポート体制を活用した情

報交換、情報共有の仕組みの再構築を検討していきます。また、相談支援体制の強化

や、個別の教育支援計画を活用した学校間の引継ぎ及び関係機関との連携を強化して

いきます。 

４ 外国人児童生徒教育事業 （学校教育課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 国籍にかかわらず、全ての子どもが、適切な教育を受け、将来の進路を見据え

た支援が行われている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・外国人児童生徒サポートセンターの活

動内容の充実 

・日本語教育適応学級担当教員の指導

力向上、及び学校日本語指導員の支援

力向上 

・就学前の外国人幼児を対象としたプレス

クール事業の拡大 

・初期日本語指導教室「ことばの教室」で

の指導の充実 

教科学習支援のあり方を検討し、指導している学校

（JSL 対話型アセスメント（DLA）実施校）の割合 （目

標値：90.0％） 

22％ 55％ 

外国人生徒の進学率と進学先での定着率 

①卒業後の進学率②卒業後の進学先での定着率 

（目標値：①98.0％②90.0％） 

①92.0％ ②87.2％ ①91.0％ ②98.0％ 

課題

教員の指導力向上（児童生徒のことばの力に応じた授業構成力）が課題となっていま

す。また、ことばの教室への入室が難しい児童（保護者の送迎ができない）への在籍校で

の同等の支援体制の構築や、DLA の結果を基にした特別の教育課程・個別の支援計画

の作成の充実と実際の指導への連結が必要です。 

今後

外国人児童生徒等アドバイザーによる日本語教育適応学級担当教員加配校の管理職

への指導・助言の機会を確実に設けられるよう、訪問回数を前後期各１回以上とします。

これにより、教員の指導力向上のための支援機能の一層の充実を図るとともに、加配校の

みではなく、外国人児童生徒等が在籍する学校への訪問も実施し、外国人児童生徒等

教育を推進します。また、より実践的な研修内容の充実を図ることで、教員及び学校日本

語指導員の力量向上、管理職の意識改革を目指します。 
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重点施策２ 課題を解決する力の育成 

１ 「主体的・対話的で深い学び」推進事業（学校教育課）  各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 教員による指導方法の工夫・改善が活発に行われ、児童生徒の主体的・対話

的で深い学びが実現している。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・学力向上授業モデルの活用 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた学習・指導方法の工夫・改善 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた研修の充実 

主体的・対話的で深い学びができていると思う児童生

徒の割合 

①小学生②中学生（目標値：①85％②80％） 

①78.1％ ②77.0％ ①83.9％ ②84.6％ 

主体的・対話的で深い学びの視点による指導方法の

工夫・改善を行っている学校の割合 

①小学校②中学校（目標値：①90％②85％） 

①85.6％ ②78.6％ ①84.0％ ②78.5％ 

課題 

主体的・対話的で深い学びの視点による指導方法の工夫や改善といった、教員の指導

力向上が必要です。また、教員の各種研修を生かした校内での指導体制の改善や充実

が求められます。 

今後 
主体的・対話的で深い学びの視点による指導方法の工夫・改善が各学校で図られるよ

う、指導方法の動画作成とその周知や、教員の経年研修等で研修を実施していきます。 

２ ＩＣＴ活用・整備推進事業（学校教育課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 ＩＣＴ機器の整備が進められ、子どもたちがＩＣＴを活用することにより、協働的に

考えをまとめたり、表現したりする学習が増加している。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・ＩＣＴ機器の活用研修会の実施 

・ＩＣＴの効果的な活用につながる実践研

究 

・新しい授業スタイルに適したＩＣＴ機器整

備の推進 

ＩＣＴ機器を活用した授業時間／月 ①小学校②中

学校（目標値：①24 時間②24時間） 

①15.4 時間 

②16.3 時間 

①48.2 時間 

②31.9 時間 

児童生徒がＩＣＴを活用して効果的に学習することが

できていると回答する学校の割合 

①小学校②中学校（目標値：①全国平均以上②全

国平均以上） ※（  ）は、全国平均の数値 

①56.0％（69.8％） 

②44.6％（61.0％） 

①71.3％（70.9％） 

②62.5％（65.7％） 

課題 教員の ICT 機器活用指導力に格差が生じている傾向があります。 

今後 

「豊田市の情報化推進プラン（2021～2025）」に基づき、学習支援ソフトによる協働的

な学び、デジタルドリル教材による個別最適な学びの推進を図ります。また、教員の ICT 活

用指導力向上のための研修を計画的に実施することや、教員が自律的に受講できるよ

う、動画配信や e ラーニングのオンライン研修を実施します。校務系と授業系のネットワー

クの統合することで授業及び校務を改善していきます。 
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３ 学び続ける教員の育成推進事業（学校教育課）   各課による達成度 【 △ 】 

重点目標 人材育成プランに示されたキャリアステージに応じた教員研修が実施され、高

い指導力と学ぶ意欲を持った教員が育っている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・小·中学校における校内研修の充実 
・教員向けの各キャリアステージに応じた

研修の充実 

・教員評価制度の活用 

・勤務時間外の在校時間の削減 

校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内

に設け、校内研修の実施計画を整備するなど、組織

的、継続的な研修を「よく行っている」と回答する学校

の割合①小学校②中学校（目標値①75％②65％） 

①58.1％ ②50.0％ 54.7％ 35.7％ 

教職員が校内外の研修に参加し、その成果を教育活

動に「よく反映させている」と回答する学校の割合 

①小学校②中学校（目標値：①40％②30％） 

①31.1％ ②21.4％ 25.3％ 17.9％ 

課題 
新型コロナウイルス感染症の拡大が影響し、他校への訪問研修を中止するなど計画の

変更を余儀なくされた学校の状況がありました。 

今後 

働き方改革を考慮しつつ、令和 4 年 4 月改正の「豊田市教員人材育成プラン」に基づ

き、学校現場のOJTをより活性化させていきます。また、集合研修やオンライン研修（動画

およびライブ配信）の効果を見極め、満足感の高い研修を実施していきます。キャリアステ

ージに合わせた充実した研修を構築していきます。 

ＩＣＴ機器を使用した授業の様子
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重点施策３ 地域資源を生かした学習・活動機会の創出 

１ 市民によるアートプロジェクト推進事業（文化振興課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 市民の主体的な参画による文化芸術活動が行われ、文化を通して社会貢献

や魅力発信を行う市民が増えている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・市民主体の文化事業の開催 

・とよたデカスプロジェクトの開催 

アートサポーター（市民ボランティア）登録者数（累

計）（目標値：120 人） 

－ 201 人 

課題 
アートサポーター（市民アートプロジェクトメンバー）のイベントや市民アートプロジェクトへの

積極的な参加・協力体制の構築が必要です。 

今後 

市民アートプロジェクト、とよたデカスプロジェクトを継続して実施し、アートサポーターの登

録者数を増やすとともに、活躍の場を作ることで、自らアートプロジェクトを企画・運営できる

人材が育つことを目指します。 

とよた市民アートプロジェクト 

（まちなか芸術祭） 

２ トップアスリート・スポーツチーム応援・活用事業（スポーツ振興課）  

各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 国際的スポーツイベント等の開催を契機に、スポーツに触れる機会が充実し、

市民が一体感を持ってスポーツを楽しむ機運が高まっている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・本市ゆかりのスポーツチームやトップアス

リートの応援事業の実施 

・トップアスリート等を授業に派遣する「夢

の教室」の開催 

・本市ゆかりのスポーツチームやトップアス

リート等による教室等の開催 

スポーツチームや本市ゆかりのトップアスリートと市が

連携した取組への延べ参加者数 

（目標値：毎年度 15,000 人以上） 

11,009 人 4,131 人 

課題 
新型コロナウイルス感染症の拡大などの影響があり、予定していた事業を全て実施する

ことができず、成果指標に定めた参加者数を達成することはできませんでした。 

今後 
関係団体との連携を深めつつ、新型コロナウイルス感染症などの問題がある中で、実施

できる内容を柔軟に検討していきます。 
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３ 郷土学習推進事業（文化財課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 市民力を生かした歴史や文化財の普及・啓発活動が行われ、郷土を愛する人

が増えている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・学校と連携した「郷土学習スクールサポ

ート」の推進 

・「とよた歴史マイスター」の育成 

・「とよた歴史マイスター」による市の歴史·
文化財の普及·啓発活動の推進 

「とよた歴史マイスター」が参画する博学連携事業や

講座等の延べ参加者数（目標値：5,740 人） 

4,266 人 3,170 人 

課題 
新型コロナウイルス感染症の拡大、流行により、歴史マイスターが参画する事業や講座

等の開催が制限されました。 

今後 
博物館の開館に向けて、博学連携事業を充実させていくために、学習プログラムの開発

と改善を進めていきます。 

４ ものづくり教育プログラム事業（市民活躍支援課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 子どもがものづくりや科学に触れる機会が多く、興味・関心を持つ子どもが増え

ている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・ものづくり教育プログラムの実施 

・ものづくりサポーターの増員 

・ものづくりサポーターの資質向上及び次

期リーダーの育成 

ものづくり教育プログラムの体験児童数 

（目標値：2,500 人） 

－ 2,433 人 

①「子どもたちが興味・関心を持ってものづくり活動に

取り組んでいた」と回答する小学校の割合 

②「プログラムを次年度も活用したい」と回答する小学

校の割合（目標値：①85％②85％） 

－ ①100％ ②100％ 

課題 

サポーターの新規入会者と退会者が同数程度おり、目標に向けた増員ができませんで

した。サポーターの高齢化に伴い、退会者は今後も増えることが見込まれるため、より一層

精力的な新規サポーターの獲得が必要になります。また、新型コロナウイルス感染症の拡

大、流行により、サポーター研修会が実施できなかったため、スキル向上が図れませんで

した。 

授業形態を変え、密を避け安全に実施できるよう工夫しましたが、今後も継続して感染

対策への配慮が求められます。2021年度は応募した学校・学年の半数が落選となったた

め、より多くの学校へものづくり教育を提供できるような仕組みを検討する必要があります。 

今後 

新規サポーターの獲得に向け、①シニアアカデミー初めの一歩講座の開催、②市民活

動センターのボランティア募集記事への掲載、③広報とよた特集ページへの活動内容や

募集記事の掲載など、新たな取組により、サポーター数の増員を目指します。また、落選

校への救済措置や、感染拡大などによりサポーターが派遣できない場合の対応策として、

材料提供方法の見直しやサポーター派遣の代用となる動画作成について検討します。 
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重点施策４ 家庭・学校・地域の共働の推進 

１ コミュニティ・スクール推進事業（学校教育課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 中学校区の単位で、学校間及び学校と地域が連携する仕組みが作られ、地域

ぐるみによる教育が効果的に実施されている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・コミュニティ･スクールの指定拡大に向け

た推進委員会の充実 

・地域ぐるみで教育を推進するコミュニテ

ィ･スクール連絡会議の充実 

コミュニティ・スクールの指定数 

（目標値：全中学校区（28 中学校区）） 

4 中学校区 28中学校区 

中学校区で教育目標を共有する取組を行っている学

校の割合 

①小学校②中学校（目標値：①80％②80％） 

①44.6％ ②42.8％ ①18.6％ ②46.4％ 

課題 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、コミュニティ・スクール連絡会議が十分に

行えなかったため、教育目標を共有した十分な協議をもつことができませんでした。また、

教育協議会（校長が作成する学校運営の基本方針を共有し、教育活動の充実に向けた

取組等を協議する会議）の機能強化が必要です。 

今後 

学校支援や地域の活性化について協議するコミュニティ・スクール連絡会議を効果的・

継続的に実施できるよう、地域学校共働本部推進アドバイザーを派遣します。また、コミュ

ニティ・スクール推進委員会の充実を図るため、取組実践等を共有します。 

２ 地域学校共働本部設置拡大事業（学校教育課）  各課による達成度 【 ◎ 】 

重点目標 地域と学校が連携・共働する組織（地域学校共働本部）が全校に設置され、地 

域全体で子どもたちの成長を支えていく活動が広がっている。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・地域学校共働本部の設置促進 

・地域コーディネーターの育成·支援 

地域学校共働本部の活動に参加した地域ボランティ

アの延べ参加者数（目標値：66,000 人） 

16,000 人 180,910 人 

学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地域

の人が学校における教育活動や様々な活動に参加し

てくれると回答する学校の割合①小学校②中学校

（目標値：①毎年度 90％以上②80％） 

①91.9％ ②75.0％ ①98.0％ ②93.0％ 

課題 
地域によってボランティア参加人数や取組内容に差があります。 

今後 
交流館等の公共施設と連携を取りながら、ボランティア人材の確保や、交流活動の推

進を図ります。 
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３ 家庭教育支援事業（次世代育成課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 子育て仲間、地域の人、学校などとの関わりを通じて、保護者が子育てについ

て考え、成長している。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・家庭教育手帳“親ノート”の配付と家庭で

の活用促進 

・家庭教育講座の開催支援 

・親育ち交流カフェの開催支援 

小・中学校における家庭教育講座の延べ参加者数

（目標値：3,500 人） 

3,221 人 1,180 人 

「親育ち交流カフェ」の延べ参加者数 

（目標値：3,000 人） 

1,742 人 143 人 

課題 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、対面型での事業の実施が難しい一方で、

家庭が孤立し、家庭教育支援の必要性が高まっている状況です。2021 年度から実施し

ているオンライン型での事業実施をより広く市民にＰＲするとともに、より多くの人々に必要

な情報を届けることが必要です。 

今後 

2022 年度から親ノートを電子化し、学習用タブレットのポータルサイトや市ＨＰに掲載し、

親ノートの配布方法を見直すとともに、家庭教育講座や親育ち交流カフェにおいて親ノート

の活用を必須化し、より必要な人に親ノートの情報を届ける形にしています。また、各団

体・参加者等の様々なニーズに対応できるよう、積極的に開催支援を行います。より多くの

市民が親ノートや講座・カフェによる効果を得られるように、事業に関する情報やオンライン

を活用した開催方法をＰＲします。 

４ スポーツ習慣促進事業（スポーツ振興課）   各課による達成度 【 ○ 】 

重点目標 地域でスポーツをする機会が増え、子どもや中高齢者の体力が維持・向上する

とともに、地域住民のスポーツ習慣が定着している。 

主な実施内容 成果指標（左：計画当初 右：2021 年度） 

・子ども向けのコーディネーショントレーニン

グ教室の充実 

・中高齢者向けの健康教室の充実 

・ウオーキング事業の充実 

地域スポーツクラブやスポーツ推進委員のスポーツ

教室等の参加者数①中学生以下の子どもの延べ参

加者数②新たに参加した中高齢者の人数（目標値：

①220,000 人②毎年度 300 人以上） 

①192,373 人 ②－ ①192,033人 ②210人 

課題 
新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により、予定していた事業を全て実施すること

ができず、成果指標に定めた参加者数を達成することはできませんでした。 

今後 
関係団体との連携を深めつつ、新型コロナウイルス感染症や熱中症への問題がある中

で、実施できる内容を検討していきます。 
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５ 基本施策の評価 

※進捗状況の区分：Ａ予定通り Ｂやや遅れ Ｃ遅れ Ｄ完了 Ｅその他（延期・廃止等）

基本施策１ 生き抜く力を育む学校教育の推進 

（１）状態指標の状況 

 4つの状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、「自分の住む地域が大好きだとい

う児童生徒の割合（中学生）」、「全国学力・学習状況調査で、全国の平均正答率と同等又

は上回った調査数（小学生）（中学生）」、「学校に行くのが楽しいと思う児童生徒の割合（中

学生）」、「全国体力・運動能力等調査における実技調査（新体力テスト）の全国平均以上

の種目数（全 8種目）（小学生男子）（小学生女子）（中学生女子）」の 7項目です。 

2021 年度全国学力・学習状況調査の具体的な実績としては、小学生が「国語」と「算

数」、中学生が「国語」と「数学」の調査対象全教科において、全国の平均正答率と同等と

なりました。また、2021 年度全国体力・運動能力等調査における実技調査の具体的な実

績としては、小学生男子が「握力」、小学生女子が「握力」と「長座体前屈」、中学生男子が

「握力」と「50ｍ走」、中学生女子が「握力」と「長座体前屈」と「ソフトハンドボール投げ」につ

いて、全国平均以上の結果を残しました。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

自分の住む地域が大好きだという児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：教科等に対する意識調査】 

①55.4％ 

②27.4％ 

（2017） 

①55.4％ 

②29.3％

（2021）

全国学力・学習状況調査で、全国の平均正答率と同

等又は上回った調査数 

①小学生（全4調査：国語A、国語B、算数A、算数B） 

②中学生（全4調査：国語A、国語B、数学A、数学B） 

※2021 年度は、①小学生（全 2調査：国語、算数） 

②中学生（全 2調査：国語、数学） 

①1 調査 

②4 調査 

（2017） 

①2 調査 

②2 調査 

（2021） 

学校に行くのが楽しいと思う児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：全国学力・学習状況調査】 

①83.7％ 

②78.4％ 

（2017） 

①83.1％ 

②80.9％ 

（2021） 

全国体力・運動能力等調査における実技調査（新体力

テスト）の全国平均以上の種目数（全 8種目） 

① 小学生 ②中学生 

①0(男子) 

1(女子) 

②4(男子) 

2(女子) 

（2017） 

①1（男子） 

 2（女子） 

②2（男子） 

 3（女子）

（2021） 

（２）進捗状況 

 18 事業のうち 14 事業が A（予定通り）、3 事業が B（やや遅れ）となりました。E（延期・廃

止等）の事業は、「小児生活習慣病予防事業」の1事業で、接触を伴う事業のため、新型コ

ロナウイルス感染症拡大により、一時休止をしました。今後は、事業の見直しを検討していき

ます。 
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進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 きめ細かな教育推進事業（重点 1-1） 学校教育課 A 

2 いじめ・不登校対策事業（重点 1-2） 学校教育課 B 

3 特別支援教育の推進事業（重点 1-3） 学校教育課 B 

4 外国人児童生徒教育事業（重点 1-4） 学校教育課 A 

5 「主体的・対話的で深い学び」推進事業（重点 2-1） 学校教育課 A 

6 ＩＣＴ活用・整備推進事業（重点 2-2） 学校教育課 A 

7 学び続ける教員の育成推進事業（重点 2-3） 学校教育課 B 

8 コミュニティ・スクール推進事業（重点 4-1） 学校教育課 Ａ 

9 地域学校共働本部設置拡大事業（重点 4-2） 学校教育課 Ａ 

10 園小中連携事業 

学びのつながりを重視した園小連携による

「新わくわく・いきいきプラン」の活用を推進。

学区の特性を生かした小中連携を推進す

るモデルプランを作成 

学校教育課 Ａ 

11 中高連携事業 

市内の公立高校の特色ある取組や魅力を

ＰＲする「豊田市高等学校魅力発見フェス

タ」を開催。中学生を対象にした高校教員

の出前授業を実施 

学校教育課 Ａ 

12 
英語教育の推進

事業 

新学習指導要領実施に伴う英語の教科化

を見据え、授業改善への取組や教育課程

の編成等、英語教育を推進 

学校教育課 Ａ 

13 

貧困状態にある

子どもへの支援

事業 

学校を窓口とした福祉関係機関との連携及

び就学援助制度等による経済的な支援を

推進 

学校教育課 Ａ 

14 
特色ある学校づく

り推進事業 

地域に開かれ地域に愛される学校となるよ

う、地域の文化や芸術に関わる活動、交流

や勤労生産に関わる活動等を推進 

学校教育課 Ａ 

15 
道徳教育の推進

事業 

新学習指導要領実施に伴う道徳の教科化

を見据え、授業改善への取組や教育課程

の編成等、道徳教育を推進 

学校教育課 Ａ 

16 
子どもの体力向

上推進事業 

児童生徒の体力向上のため、体育指導の

充実と「子どもの体力向上プログラム」の取

組を推進 

学校教育課 Ａ 

17 
学校給食による

食育事業 

学校給食を活用し、食に関する理解と適切

な判断力を養うための指導を実施 
保健給食課 Ａ 

18 
小児生活習慣病

予防事業 

児童生徒の生活習慣病を予防するため、

学校健康診断を活用してハイリスク者を抽

出し、2 次検査や健康教育・相談を実施 

保健給食課 E 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 
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基本施策２ 安全・安心で快適に学べる教育環境の充実

（１）状態指標の状況 

 3 つの状態指標「人口増加に伴い教室不足が発生する可能性のある学校数」、「老朽化

対策を必要とする学校数」、「施設更新を必要とする給食センター数」のすべてにおいて、

めざす方向に進展しています。 

本計画期間中に、教室不足解消の対応として、朝日丘中学校を増築しました。老朽化

対策として、小学校 10 校、中学校 6校、特別支援学校 1校の計 17 校について、保全改

修を実施しました。保全改修事業は、2022 年度の 8 校の改修工事を終えると、計画の全

87校が完了する予定です。また、老朽化した北部給食センターと藤岡給食センターを統合

し、北部給食センターを移転新築しました。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

人口増加に伴い教室不足が発生する可能性のある学

校数 

（年度末時点） 

11 校 

（2017） 

10 校 

（2021） 

老朽化対策を必要とする学校数 

（年度末時点） 

25 校 

（2017） 

8 校 

（2021） 

施設更新を必要とする給食センター数 

（年度末時点） 

2 施設 

（2017） 

0 施設 

（2021） 

北部給食センター 移転新築 
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（２）進捗状況 

5 事業のうち 2 事業が A（予定通り）、3 事業が D（完了）となり、計画通りに事業を推進し

ました。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 
校舎増築事業 

（朝日丘中学校） 

既設校舎を増改築し、生徒数増加に伴う教

室不足に対応 

学校づくり 

推進課 
D 

2 
学校施設保全改

修事業 

老朽化が進む学校施設を保全改修し、安

全・安心で快適な教育環境を確保 

学校づくり 

推進課 
A 

3 
学校トイレ再整備

事業（第２期） 

トイレの洋式化を推進し、快適な学校生活

環境を確保 

学校づくり 

推進課 
A 

4 
学校空調設備設

置事業 

日常的に学習で使用する教室等のエアコン

整備を推進し、安全・安心で快適な教育環

境を確保 

学校づくり 

推進課 
D 

5 
北部給食センタ

ー改築整備事業 

老朽化した北部給食センターと藤岡給食セ

ンターを統合し、北部給食センターの移転

新築整備を実施 

保健給食課 D 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 

朝日丘中学校校舎増築事業               学校トイレ再整備事業 
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基本施策３ 暮らしを豊かにする学習活動の支援 

（１）状態指標の状況 

3 つの状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、「交流館の利用経験」の 1 項目

です。2020 年度調査の「学校以外の読書頻度（週に１日以上）」の実績値が伸び悩んだ理

由としては、電子メディアの閲覧頻度の影響があると予測されます。2020 年度に実施した

「豊田市の教育に関するアンケート調査」では、電子メディアの閲覧頻度の時間が長くなる

ほど、読書頻度が少ない傾向がありました。今後は、子どもたちが本を手に取る機会が増え

るよう、家庭や学校教育の中で読書活動の支援を継続して行う必要があります。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

交流館の利用経験（3 年以内） 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

31.5％ 

（2016） 

49.3％ 

（2020） 

中央図書館の年間延べ利用者数 
822,562人 

（2016） 

812,708人 

（2021） 

学校以外の読書頻度（週に１日以上） 

① 小学生 ②中学生 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

①54.9％ 

②39.3％ 

（2016） 

①53.1％ 

②38.3％ 

（2020）

中央図書館の夏休みの講座の様子 
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（２）進捗状況 

7 事業のうちすべての事業が A（予定通り）となり、計画通りに事業を推進しました。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 交流館運営事業 

利用ルールの緩和や地域の特性に合った

運営を進めるとともに、市民の活躍の機会

をコーディネートする支援機能を強化 

市民活躍支援課 A 

2 
中央図書館管理

運営事業 

豊田市中央図書館運営基本方針を踏まえ

た、効果的・効率的な図書館の管理運営を

実施 

図書館管理課 A 

3 
図書館システム

事業 

図書資料を市内全域で活用できるように、

中央館と交流館図書室等をネットワーク化

し、「どこでも借りられ、どこでも返却できる」

サービスを提供 

図書館管理課 A 

4 
図書資料デジタ

ル化事業 

保存・活用を目的とした図書資料（主に郷

土資料）のデジタル化及び電子書籍の検討 
図書館管理課 A 

5 
図書資料の充実

と環境整備事業 

身近に本のある環境を整え、多くの本に出

会えるようにするため、施設における図書資

料の購入や、学校や放課後児童クラブへの

団体貸出等を実施 

図書館管理課 A 

6 
図書資料の活用

機会創出事業 

本の楽しさと感動を伝えるとともに、本の活

用能力を身に付ける機会を創出するため、

ブックスタート、出前講座、啓発活動等を実

施 

図書館管理課 A 

7 

子どもと本をつな

ぐ人材育成支援

事業 

子どもと本をつなぐ人を増やすため、読書相

談（レファレンス）の充実、学校図書館司書

の配置、読み聞かせボランティアの育成等

を実施 

図書館管理課 A 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 
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基本施策４ 地域による次世代人材の育成の促進 

（１）状態指標の状況 

3 つの状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、「地域の行事や活動に参加して

いる割合（小学校高学年）（高校生）」、「外出頻度の少ない若者の割合（青少年）」の 3 項

目です。特に、「地域の行事や活動に参加している割合」については、新型コロナウイルス感

染症拡大以前の実績値のため、今後はより悪化する可能性があります。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

地域の行事や活動（ボランティア活動、地域の祭り、ボ

ーイ・ガールスカウトなど）に参加している割合 

①小学校低学年 ②小学校高学年 ③中学生 ④高

校生 ⑤青少年（19 ～29 歳） 

【出典：豊田市子ども・子育てに関する市民意向調査】 

①85.2％ 

②85.1％ 

③74.5％ 

④34.4％ 

⑤21.1％ 

（2013） 

①82.2％ 

②86.4％ 

③72.4％ 

④38.1％ 

⑤18.4％ 

（2018）

外出頻度の少ない若者の割合 

（「ふだんは家にいるが自分の趣味に関する行事の時だ

け外出する」又は「ふだんは家にいるが、近所のコンビニ

などには出かける」又は「自室からは出るが、家からは

出ない」又は「自室からほとんど出ない」） 

※その状態になってから 6 か月以上に及ぶ人の割合 

①高校生 ②青少年（19 ～29 歳） 

【出典：豊田市子ども・子育てに関する市民意向調査】 

①1.9％ 

②4.6％ 

（2013） 

①2.8％ 

②3.6％ 

（2021）

家庭の教育力に満足している市民の割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

26.6％ 

（2016） 

25.4％ 

（2020）
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（２）進捗状況 

5 事業のうち 3 事業が A（予定通り）、1 事業が B（やや遅れ）となりました。C（遅れ）の事

業は、「家庭教育支援事業」の 1 事業で、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、対

面型での事業の実施が難しく、事業の進捗に影響がありました。今後は、より多くの市民が

事業の効果を得られるように、事業に関する情報やオンラインを活用した開催方法をＰＲし

ていきます。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 家庭教育支援事業（重点 4-3） 次世代育成課 C 

2

子どもの主体性を

育む家庭・地域

推進事業 

子どもたちが自ら行動し、様々な課題を解

決する力を育むため、家庭や地域と連携

し、活動の場や挑戦する機会づくりを推進 

次世代育成課 B 

3
学生によるまちづ

くり提案事業 

学生に地域の活動やイベント等の情報を発

信し、地域や社会への参加を促進する企画

提案型の事業を実施 

次世代育成課 A 

4

学生とハタラクを

つなぐプロジェクト

事業 

学生に働くことの意義や社会で求められる

能力の理解を深めるため、市内の企業等の

経営者や社会人との交流の機会を提供 

次世代育成課 A 

5
若者サポートステ

ーション事業 

自立に困難を抱える若者が就労や社会参

加等を行うため、関係機関による包括的な

体制で自立に向けた支援を実施 

次世代育成課 A 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 

学生によるまちづくり提案活動の様子
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基本施策５ まちへの誇りや愛着につながるものづくり学習の推進 

（１）状態指標の状況 

3 つの状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、「ものづくりに興味のある児童生

徒の割合（小学生）（中学生）」、「子どものものづくり学習を支える企業・団体等の数」の3項

目です。また、「子どもを対象とした、ものづくりや科学の講座・イベントへの参加者数」につい

ては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、ものづくりや科学の講座の中止や、とよたもの

づくりフェスタ事業を 2020 年度から WEB 開催へ変更したため、参加者数が減少しました。

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

ものづくりに興味のある児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

①79.4％ 

②54.4％ 

（2016） 

①80.7％ 

②64.4％ 

（2020）

子どもを対象とした、ものづくりや科学の講座・イベントへ

の参加者数 

45,852 人 

（2016） 

22,040 人 

（2021）

子どものものづくり学習を支える企業・団体等の数 

（年度末時点） 

100 団体 

（2016） 

120 団体 

（2021）

とよたものづくりフェスタ事業 
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（２）進捗状況 

5 事業のうち 2事業が A（予定通り）、3 事業が B（やや遅れ）となりました。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 ものづくり教育プログラム事業（重点 3-4） 市民活躍支援課 B 

2
とよたものづくりフ

ェスタ事業 

子どもたちが様々なものづくりを体験・体感

できるイベントを、ものづくり団体、大学、高

校、中学校等と連携して開催 

市民活躍支援課 A 

3
クルマづくり究める

プロジェクト事業 

子どもたちが、プロからクルマづくりを学び、

挑戦する活動を自動車関連企業と連携し

て実施 

市民活躍支援課 A 

4

匠の技に学ぶも

のづくりプロジェクト

事業 

和紙、鍛冶屋、竹細工といった豊田市らし

いものづくりを職人から学ぶ講座を実施 
市民活躍支援課 B 

5
科学技術教育推

進事業 

主に中学生・高校生を対象とし、企業、大

学、関係団体等と連携したハイレベルのも

のづくり・科学講座等の開催や生徒の活躍

を支援 

市民活躍支援課 B 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 

ものづくり教育プログラム事業         クルマづくり究めるプロジェクト事業 
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基本施策６ スポーツ資源を生かした生涯スポーツの推進 

（１）状態指標の状況 

4 つの状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、「市民の週 1 日以上のスポーツ

実施率」、「過去 1年間にスポーツボランティア活動をした市民の割合」の 2項目です。 

また、「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きな児童生徒の割合」は、

小学生の男女、中学生の男女ともに減少しています。2020 年度に実施した「豊田市の教

育に関するアンケート調査」によると、子どもの学校以外での運動・スポーツの実施頻度は、

小中学生ともに前回調査（2016 年度実施）から減少しています。小中学生に対する運動

やスポーツへの意識醸成とともに、実践につなげることが必要です。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

市民の週 1日以上のスポーツ実施率 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

54.1％ 

（2016） 

55.7％ 

（2020）

過去 1年間にスポーツを観戦した市民の割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

33.4％ 

（2016） 

29.1％ 

（2020）

過去 1年間にスポーツボランティア活動をした市民の

割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

4.3％ 

（2016） 

5.2％ 

（2020）

運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが

好きな児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査】 

①91.6％ 

（男子） 

86.1％ 

（女子） 

②88.9％

（男子） 

80.1％ 

（女子） 

（2017） 

①91.4％

（男子） 

 85.7％

（女子） 

 ②88.2％

（男子） 

 77.9％

（女子） 

（2021）
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（２）進捗状況 

8事業のうち 4事業がA（予定通り）、2事業がB（やや遅れ）、2事業がD（完了）となりま

した。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 トップアスリート・スポーツチーム応援・活用事業（重点 3-2） スポーツ振興課 A 

2 スポーツ習慣促進事業（重点 4-4） スポーツ振興課 A 

3
障がい者スポー

ツの推進事業 

障がい者スポーツに対する理解促進や障

がい者と健常者が一緒に楽しめる場をつく

る人材を育成 

スポーツ振興課 B 

4
健康スポーツの

普及事業 

ウオーキングを中心とした健康スポーツ普

及のための啓発活動やイベントを開催 
スポーツ振興課 A 

5

（仮称）松平地域

体育館等整備事

業 

スポーツの振興や健康の増進に向け、多く

の市民が気軽に利用できる体育館及び広

場を整備 

スポーツ振興課 D 

6 
（仮称）梅坪台運

動広場整備事業 

スポーツの振興や健康の増進に向け、多く

の市民が気軽に利用できる運動広場を整

備 

スポーツ振興課 D 

7 
スポーツ施設保

全改修事業 

老朽化が進むスポーツ施設を保全改修

し、安全・安心で快適なスポーツ環境を確

保 

スポーツ振興課 A 

8 
スポーツ指導者

育成事業 

企業・大学・スポーツ協会等と連携し、専

門的なスポーツ指導者を育成するための

講座を開催 

スポーツ振興課 B 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 

松平体育館 
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基本施策７ 歴史や文化財課の継承と価値や魅力の発信 

（１）状態指標の状況 

 3つの状態指標「主要文化財施設の総入館者数」、「郷土の歴史・文化に誇りや愛着を持

っている市民の割合」、「住んでいる地域の歴史・文化財に興味のある児童生徒の割合（小

学生）（中学生）」のすべてにおいて、めざす方向に進展しています。今後は、2023 年度開

館予定の博物館新設に向けて、より歴史や文化財の価値や魅力が広く市民に共有され、

郷土愛が育まれるよう、事業を推進していきます。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

主要文化財施設の総入館者数 
130,770人 

（2016） 

139,666人 

（2021） 

郷土の歴史・文化に誇りや愛着を持っている市民の割

合 

【出典：市民意識調査】 

44.2％ 

（2016） 

48.5％ 

（2021）

住んでいる地域の歴史・文化財に興味のある児童生徒

の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

①46.6％ 

②33.9％ 

（2016） 

①51.1％ 

②38.5％ 

（2020）

博物館外観イメージ図 
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（２）進捗状況 

9 事業のうち 8 事業が A（予定通り）、事業を推進しました。E（延期・廃止等）の事業は、

「郷土芸能継承事業」の1事業で、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、民俗芸能

団体の事業の一時休止や、大会の中止がありました。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 郷土学習推進事業（重点 3-3） 文化財課 A 

2 
歴史文化基本構

想活用事業 

地域の歴史と文化財を保護・活用していく

ためのマスタープランとして、歴史文化基本

構想を策定し、市民との共働による価値発

信を推進 

文化財課 A 

3 

郷土資料館・近

代の産業とくらし

発見館・歌舞伎

伝承館展覧会・

講座開催事業 

市民や来訪者が、文化財等の展示を通じ

て地域の歴史・文化の素晴らしさを知るため

の機会を創出 

文化財課 A 

4 
「新修豊田市史」

編さん事業 

郷土の歴史をまとめ後世に伝えるために、

市史を刊行 
文化財課 A 

5 博物館整備事業 

歴史・文化財や関連する自然についての展

示、学習支援・交流、調査・研究、収蔵を

推進する博物館を整備 

文化財課 A 

6 
郷土芸能継承事

業 

郷土芸能を次世代へと継承し、その素晴ら

しさを広く共有するため、団体の活動継続を

支援し、発表等による価値発信の機会を創

出 

文化財課 E 

7 

旧龍性院庭園・

松平氏遺跡整備

事業 

国名勝旧龍性院庭園及び国史跡松平氏

遺跡を保護・活用していくための計画策定と

整備を推進 

文化財課 A 

8 
足助歴史的町並

み保存活用事業 

市民や来訪者が、足助の町並みの魅力と

価値を知る機会や、町並み保存についての

理解を深める機会を創出 

文化財課 A 

9 
足助歴史的町並

み保存整備事業 

重要伝統的建造物群保存地区の中心的

な建物である旧鈴木家住宅の修理・復原を

行い、歴史的町並みを活用する中核拠点

を整備 

文化財課 A 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等） 
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基本施策８ 文化芸術を生かしたまちの魅力づくりの推進 

（１）状態指標の状況 

4 つの状態指標の中で、めざす方向に進展した項目は、「文化芸術に興味のある市民の

割合」、「文化芸術に興味のある児童生徒の割合（小学生）（中学生）」の 3項目です。 

また、「文化芸術の鑑賞・見学を行っている市民の割合」や「文化芸術活動を行っている市

民の割合」は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、実績値が減少していると予測さ

れます。 

状態指標の状況一覧（実績値下線：めざす方向に進展した項目） 

状態指標 めざす方向 計画当初 実績値 

文化芸術に興味のある市民の割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

58.5％

（2016） 

60.9％ 

（2020）

文化芸術の鑑賞・見学を行っている市民の割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

72.8％ 

（2016） 

69.6％ 

（2020）

文化芸術活動を行っている市民の割合 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

28.5％ 

（2016） 

27.6％ 

（2020）

文化芸術に興味のある児童生徒の割合 

①小学生 ②中学生 

【出典：豊田市の教育に関するアンケート調査】 

①54.6％ 

②45.2％ 

（2016） 

①58.6％ 

②51.1％ 

（2020）

（２）進捗状況 

13事業のうち10事業がA（予定通り）、3事業がD（完了）となり、計画通りに事業を推進

しました。 

進捗状況一覧 

番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

1 市民によるアートプロジェクト推進事業（重点 3-1） 文化振興課 A 

2 
あいちトリエンナー

レ推進事業 

国内最大級の国際芸術祭である「あいちトリ

エンナーレ 2019」を豊田市で開催。その開

催機運を高めるために、現代芸術作品展

等を行う「あいちトリエンナーレ地域展開事

業」を実施 

文化振興課 D 
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番号 事業名 事業概要 担当課 進捗状況 

3 
東京キャラバン事

業 

東京オリンピック・パラリンピック公認文化プ

ログラムの一つとして、地域の文化と、演

劇・ダンス・音楽等を融合させた新しい表現

の創造事業を豊田市で実施 

文化振興課 D 

4 
美術館展覧会開

催事業 

近代から現代、最新の美術動向を紹介す

る展覧会等をバランスよく開催し、市民が美

術に触れ、学び、交流する場や機会を提供 

美術館 A 

5 
美術館教育普及

活動事業 

市民が美術に触れる楽しさや意味を見出

し、作家や作品、美術館活動に対する理解

を深めることができる環境づくりや事業を開

催 

美術館 A 

6 
民芸館展覧会・

講座開催事業 

市民や来訪者が、民芸の展示や陶芸等の

体験講座を通じて、手仕事の美しさや素晴

らしさを知るための機会を創出 

文化財課 A 

7 
民芸の森活用事

業 

市民や来訪者が名誉市民・故本多静雄氏

の旧邸の森や建物、氏のコレクション等を生

かした、民芸を始め様々な文化活動を行う

機会を創出 

文化財課 A 

8 

舞台芸術人材育

成活用・創造事

業 

舞台芸術に係る人材のさらなる育成や活動

機会の拡大、創造的要素を取り入れた事

業を実施 

文化振興課 A 

9 
財団との連携によ

る文化推進事業 

文化継承を目的とした「おいでんアート体験

フェア」やアートによる地域の魅力創出を図

る「農村舞台アートプロジェクト」など、（公

財）豊田市文化振興財団と連携し、文化芸

術に親しむ環境づくりを推進 

文化振興課 A 

10 

民芸館・民芸の

森の運営を担う

人材育成事業 

民芸館の講座スタッフの育成や民芸の森で

の市民共働の運営を行う市民や団体の育

成を推進 

文化財課 A 

11 

市民文化会館施

設機能長寿命

化・拡充事業 

施設設備や機能の長寿命化対策、バリアフ

リー対策及びニーズに合わせた機能の見直

し等の整備を実施 

文化振興課 A

12 

コンサートホール

施設機能長寿命

化・拡充事業 

音響機器、空調設備、電気設備の修繕及

び長寿命化対策を実施し、安全・快適に芸

術を楽しめる環境を整備 

文化振興課 A 

13 

美術館施設機能

長寿命化・拡充

事業 

施設の長寿命化及び利用者の安全性確保

と利便性向上のため、大規模修繕、レイア

ウト変更、駐車場整備等を実施 

美術館 D 

※進捗状況の区分：取組計画に対する進捗状況をＡ～Ｅの５つに区分 

Ａ：予定通り（90％以上）、Ｂ：やや遅れ（50％以上90％未満）、Ｃ：遅れ（50％未満）、Ｄ：完了、

Ｅ：その他（延期・廃止等）
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